
新型コロナウイルス感染症の発生について（第８報） 

 

標記の件に関しまして、１２月１９日（土）以降は当該病棟から患者さんの新規発生を

認めておりません。 

 

１２月２２日（火）に新たに職員１名の新型コロナウイルス陽性（軽症者）が判明いた

しましたが、この職員は当該病棟の感染拡大防止策の一環として既に１週間以上勤務して

おりません。 

 

したがいまして、これまでお知らせしている数と合わせ、現在までに入院患者さん１９

名、職員９名の合計２８名の感染判明となります。 

 

なお、感染は当該病棟に限局して発生しており、外来や他の病棟などへの拡大は認めて

おりませんので、外来および当該病棟以外の入院に関しましては、感染防止対策を十分に

講じながら通常通り行っております。 

 

皆様にはご心配とご迷惑をおかけいたしますが、引き続き所轄の保健所と連携して一日

も早い感染の終息に努めてまいりますので、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 
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